
　

６
月
28
日
、
記
念
す
べ
き
第
10
回
目
を

迎
え
た
初
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
積
丹
ソ
ー

ラ
ン
味
覚
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
数
の
出
店
者
が
自
慢
の
鮮
魚

や
鮮
魚
加
工
品
の
ほ
か
、
例
年
来
場
者
が

行
列
を
作
り
、
即
完
売
と
な
る
恒
例
の

ジ
ャ
ン
ボ
浜
鍋
、
姉
妹
都
市
の
高
知
県
香

美
市
か
ら
の
鰹
の
た
た
き
や
香
り
高
い
ゆ

ず
製
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
目
当
て
の
積

丹
町
が
誇
る
「
食
」
に
来
場
者
は
思
わ
ず

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
名
門
２
チ
ー
ム
に
よ
る
完

成
さ
れ
た
演
舞
や
、
プ
ロ
歌
手
に
よ
る
本

物
の
「
歌
」、
町
の
伝
統
芸
能
「
正
調
鰊

場
音
頭
」
等
が
会
場
を
沸
か
せ
、
美
国
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
に
は
父
母
か

ら
の
熱
い
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、毎
年
恒
例
の
「
豊
漁
豊
作
餅
ま
き
」

や
、
今
年
で
３
回
目
の
試
み
「
ウ
ニ
剥
き

コ
ン
テ
ス
ト
」な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、

第
10
回
目
の
味
覚
祭
り
を
記
念
し
て
２
回

行
わ
れ
た
「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」
で
は
、

節
目
の
開
催
に
ふ
さ
わ
し
い
豪
華
賞
品
が

用
意
さ
れ
、
抽
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
た
び
に
歓
声
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
第
10
回
の
記
念
を
祝
福
す
る
過
去

最
多
約
５
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
鮮
や

か
に
彩
り
、
大
盛
況
と
な
っ
た
祭
典
に
終

　
つ
い
に
第
10
回
目
の
開
催
を
迎
え
た

「
積
丹
ソ
ー
ラ
ン
味
覚
祭
り
」
は
、
そ
れ

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
ド
ン
と
来
い
積

丹
味
覚
祭
り
」（
６
月
開
催
・
開
催
６
回
）

と「
お
神
威
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」（
８
月
開
催
・

開
催
39
回
）
を
統
合
し
、
よ
り
魅
力
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
す
る
べ
く
平
成
18
年
６
月
25

日
に
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
に
は
来
場
者
数
２
万
１
千
人

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
２
万
７
千
人
が
来
場
し
、
年
々
増
え
て

い
る
来
場
者
は
今
や
３
万
人
に
も
迫
る
勢

い
で
、今
後
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、

来
場
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
で

更
な
る
来
場
者
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
積
丹
ブ
ラ
ン
ド
の
「
食
」
や
「
観
光
」

を
町
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
い
る
「
積
丹
ソ
ー
ラ
ン
味
覚
祭
り
」。

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
、
更
な
る
本
祭
典

の
魅
力
拡
大
に
ま
ち
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

第
10
回
を
迎
え
る
初
夏
の
祭
典
！

期
待
に
応
え
た
「
食
」・「
ス
テ
ー
ジ
」

第
1010
回
を
迎
え
る
初
夏
の
祭
典
！

回
を
迎
え
る
初
夏
の
祭
典
！

期
待
に
応
え
た
「
食
」・「
ス
テ
ー
ジ
」

期
待
に
応
え
た
「
食
」・「
ス
テ
ー
ジ
」

「
お
神
威
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
を
引
き
継
い
で

「
積
丹
ブ
ラ
ン
ド
」
を
更
に
磨
く

「
お
神
威
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
を
引
き
継
い
で

「
お
神
威
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
を
引
き
継
い
で

「
積
丹
ブ
ラ
ン
ド
」
を
更
に
磨
く

「
積
丹
ブ
ラ
ン
ド
」
を
更
に
磨
く

わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
隣
接
し
た
美
国
漁
港
で

は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ

テ
ィ
ニ
ッ
ポ
ン
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
で

「
水
の
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
が
実
施
さ
れ
、

参
加
者
は
水
難
事
故
へ
の
対
処
法
を
学
び

ま
し
た
。

　

第１０回
１． 10 回目の開催を記念して２回行われた 「お楽しみ

　　抽選会」、 豪華景品が山本積丹ソーラン味覚祭り

　　実行委員会長から手渡された。

２． 北海道大学 「縁」 は、 手作りの旗で祭典の 10　

　　周年を祝福。

３． 美国町出身のシンガーソングライター 「しもまひろ

　　しさん」 は松山千春氏の楽曲などを披露。

４． 今年で３回目の 「ウニ剥きコンテスト」 出場者は　

　　神漁協組合長の説明を熱心に聞き、 作業を。

５． 正調鰊場音頭保存会が古き鰊場の風景を今に

　　伝える伝統芸能を披露。

６．一世一代時代組は歌や殺
た て

陣等幅広いパフォーマン     

  スで会場を盛り上げ。

７． 話題のイケメン演歌歌手、 （左から） こおり健太

　　さん、 走裕介さん、 蒼彦太さんらによるステージは

　　町外から熱狂的なファンが駆けつける人気ぶり。

８． 美国中学校吹奏楽部の演奏に、 訪れた父母の

　　皆さんからは熱い声援が。

９． ちはらさきさんの、 プロの 「歌」 で会場が沸く。

　　　  今仁志さんは、 余別港の漁船を題材にした楽曲

　　「第十五和光丸」 で積丹の海を熱く歌い上げ。

　　　  今年の第 24 回 YOSAKOI ソーラン祭りで大賞

　　受賞の名門 「平岸天神」 による迫力の演舞。
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〈写真の紹介〉
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